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１．研究の目的

➢ 目的：ＨＥＭＳと燃料電池を有する集合住宅における省エネ

ルギー行動とエネルギー消費を明らかにする

➢ 本報の内容：電力、ガス使用量に及ぼす床暖房の使用とライ

フステージ（家族類型）等の関連を分析
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２．調査対象と分析の概要
➢ 東京都品川区に立地する356戸のマンション（2015年築）

◆全戸に集合住宅用燃料電池を設置（世界初）

◆高い建築的・設備的性能（低炭素認定取得）

◆全戸からHEMSデータを入手

➢ 2018年4月～2019年3月までの1か年、322戸分を分析

◆属性データがある163戸を分析

◆床暖房使用に着目し、ガス使用量やエアコン電力量、電力使用

量を整理し、ライフステージとの関係を分析。



２．調査対象と分析の概要

建物外観と燃料電池設置状況を示す
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写真１ 建物外観

・18階建て、
1階に共用部、2階以上に住戸

・ほぼ南向き

写真２ 燃料電池設置状況

・全住戸の廊下側に設置
・出力750W

写真出典 マンションパンフレット



２．調査対象と分析の概要

表１に、対象住戸のライフステージ分類を示す
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表１ ライフステージ分類

・床暖房使用住戸が123戸、不使用住戸が40戸

・サンプルが少ないグループがある（特に、６，７）



３．分析結果
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日平均ガス使用量➡中間月より１㎥以上多い月が冬期に2カ月以上ある

図１ 床暖房不使用住戸のガス使用量

（１）床暖房使用の判定

不使用住戸 70戸属性判明 40戸 使用住戸 251戸属性判明 123戸

（２）ガス使用量

図２ 床暖房使用住戸のガス使用量

床暖房使用住戸では、12月から不連続にガス量が増加

季節差が明確で、夏にボトム、冬にピーク
床暖不使用で冬は夏の約２倍、床暖使用住戸では３倍超
床暖房使用住戸では年間を通して使用量が多め



３．分析結果

（２）ガス使用量
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図３は、ライフステージ別、床暖使用・不使用による年間ガス使用量
すべての分類で床暖使用群が多く、不使用群は40％以上少ない

図３ ガス使用量比較

全体平均

床暖房使用住戸 920㎥／年・戸 床暖房不使用住戸 540㎥／年・戸



３．分析結果

（３）エアコン電力使用量
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床暖不使用住戸の暖房はエアコン
➡エアコン電力使用量を比較

冬は不使用住戸の方が多いが、夏
は使用住戸の方が多い

年間の電力使用量では不使用住戸
が17％少ない

図５ 床暖使用住戸のエアコン電力使用量

図４ 床暖不使用住戸のエアコン電力使用量

図６ エアコン電力使用量比較



３．分析結果

（４）床暖房使用とアンケート回答の有無
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ガス使用量(実線)は、床暖使用住戸
が年間を通して多い
エアコン電力量(点線)は、冬は不使
用住戸、夏は使用住戸が多い

不使用住戸の冬のエアコン電力量は、
床暖用ガス使用量をカバーするほど
多くない

図８ アンケート回答住戸平均と全体平均の比較

図７ ガスとエアコン使用量の床暖房有無による比較

アンケート回答住戸が特
異群でないことの確認

アンケート回答群平均と
全体の平均は概ね一致

➡アンケート回答群の結
果は、概ね全体の傾向を
反映している



３．分析結果

（５）電力使用量
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電力使用量＝購入電力＋燃料電池発電

図９，10は、ライフステージ各群平均
の日平均電力量推移
➡使用住戸が10～20％程度多い傾向

図11は、年間電力量の比較
ライフステージ3.5は不使用住戸の方が
多いが、それ以外は使用住戸が多い
➡年間平均は不使用住戸が16％少ない 図９ 不使用住戸の日平均電力量推移

図10 床暖使用住戸の日平均電力量推移図11 電力使用量比較



３．分析結果

（６）一次エネルギー消費量
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図12、図13は一次エネルギー消費量
の推移
夏のピークはわずか、冬のピークの
方が明確で、使用住戸では冬は中間
期の２倍近い

年間合計では、不使用住戸群が使用
住戸群より約30％少ない 図12 床暖不使用住戸の一次エネルギー消費量推移

図13 床暖使用住戸の一次エネルギー消費量推移図14 一次エネルギー消費量比較



４．おわりに

床暖房使用の影響を検討し、床暖房を使用しない住戸の年間
ガス使用量が使用住戸より40％以上少ないこと、また、電力使
用量と一次エネルギー消費量についても、各々16％、30％少な
いことなどを示した。
しかし、その要因については明確でなく、検討を継続したい。
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